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専
修
大
学
は
２
月
２８
日
、

東
京
都
お
よ
び
東
京
２
０
２

０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
招
致
委
員
会
と
連

携
協
定
を
結
ん

だ
。今

後
は
、大
学
、

東
京
都
お
よ
び
招

致
委
員
会
と
相
互

に
連
携
・
協
力
体

制
を
構
築
す
る
こ

と
に
な
る
。

東
京
都
庁
で
行

わ
れ
た
締
結
式
に

は
、
本
学
か
ら
富

山
尚
德
専
務
理

事
、
佐
藤
猛
常
務

理
事
、
大
和
田
智
子
さ
ん（
昭

４２
商

１
９
６
４
年
・
東
京

オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
〈
フ

ェ
ン
シ
ン
グ
〉
）
が
出
席
し

た
。「

『
２
０
２
０
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
』
の
基
本
理
念
に
あ
る『
平

和
構
築
精
神
の
共
有
と
世
界

平
和
へ
の
貢
献
』
を
伝
え
る

た
め
、
本
法
人
は
専
修
人
の

力
を
持
っ
て
招
致
活
動
を
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
支
援
し

て
い
き
ま
す
」
と
富
山
専
務

理
事
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
２
年

原
発

を
ど
う
報
じ
る
か
」
（
㈳
自
由
人
権
協
会
主
催
）
が
３
月

１
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
、
東
京
新
聞
文
化
部

長
で
原
発
取
材
班
の
前
総
括
デ
ス
ク
、
加
古
陽
治
氏
が
講

演
し
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
同
協
会
理
事
の
山
田
健

太
文
学
部
教
授
。
人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
の
山
田

ゼ
ミ
生
が
司
会
を
務
め
た
ほ
か
、
研
究
発
表
も
行
っ
た
。

東
京
新
聞
は
、
福
島
第
一

原
発
事
故
が
な
ぜ
起
き
た
の

か
を
調
査
報
道
（
「
連
載
レ

ベ
ル
７
」
な
ど
）
で
探
り
、

「
本
当
の
こ
と
を
知
り
た

い
」
と
欲
す
る
読
者
の
切
実

な
思
い
に
応
え
よ
う
と
し
て

き
た
。
そ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
精
神
に
対
し
、
第
６０
回
菊

池
寛
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

原
発
報
道
を
指
揮
し
た
加

古
氏
は
、
「
事
故
が
起
き
た

原
因
を
検
証
す
る
一
方
、
原

発
に
頼
ら
な
い
社
会
に
向
け

た
報
道
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
考
え
が
違
う
相
手
に
も

近
づ
く
よ
う
心
が
け
た
。
原

発
報
道
に
関
し
て
は
他
社
に

負
け
な
い
気
概
を

持
っ
て
い
る
」

と
、
東
京
新
聞
の

原
発
報
道
姿
勢
を

紹
介
し
た
。

市
民
の
行
動
や

声
を
紙
面
で
拾
う

こ
と
に
努
め
、
読

者
の
共
感
を
得
た

一
方
で
、
１
万
人

以
上
が
参
加
し
た

昨
年
６
月
の
大
飯

原
発
再
稼
動
抗
議

デ
モ
に
記
者
が

出
向
か
ず
掲
載

し
な
か
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
、

読
者
か
ら
批
判

が
１
０
０
件
以

上
も
寄
せ
ら
れ

た
こ
と
を
明
か

し
た
。
「
現
実

に
追
わ
れ
、
新

し
い
動
き
に
鈍

感
だ
っ
た
」
と

反
省
点
も
挙
げ

た
。「

情
報
は
民
主
主
義
の〝
血

液
〟
。
今
後
も
し
つ
こ
く
調

べ
、
追
求
し
、
正
し
い
情
報

を
報
じ
て
い
き
た
い
。
信
頼

に
値
す
る
報
道
を
地
道
に
粘

り
強
く
行
っ
て
い
く
こ
と
で

説
得
力
が
増
し
、
メ
デ
ィ
ア

へ
の
信
頼
も
増
す
」
と
結
ん

だ
。続

い
て
、
山
田
ゼ
ミ
の
研

究
発
表
が
行
わ
れ
た
。
昨
年

の
衆
院
選
挙
時
、
争
点
の
一

つ
で
あ
っ
た
原
発
問
題
を
朝

日
、
毎
日
、
読
売
、
日
本
経

済
、
産
経
、
東
京
の
計
６
紙

が
ど
う
取
り
上
げ
た
か
を
調

査
。
項
目
ご
と
に
集
計
し
、

そ
の
結
果
を
同
ゼ
ミ
を
代
表

し
て
森
本
直
子
さ
ん
（
文

３
）
が
、
報
告
し
た
。

最
後
に
山
田
教
授
は
「
原

発
報
道
を
機
に
、
各
紙
が
自

分
た
ち
の
主
張
を
紙
面
に
出

す
よ
う
に
な
り
、
新
聞
報
道

の
あ
り
方
に
変
化
が
生
じ

た
。
現
在
は
各
紙
が
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
る
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
を
見
比
べ
、

今
後
は
正
し
い
情
報
の
読
み

方
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
」
と

総
括
し
た
。

専
修
大
学
北
海
道
短
期
大

学
の
最
後
の
卒
業
式
が
２
月

２３
日
、
同
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

わ
れ
た
。
商
経
社
会
総
合
学

科
の
４
人
が
母
校
を
旅
立

ち
、
開
学
以
来
４５
年
の
歴
史

が
幕
を
閉
じ
る
。

式
に
は
日
髙
義
博
理
事

長
、
髙
橋
幹
夫
美
唄
市
長
ら

３０
人
が
出
席
。
工
藤
正
義
学

長
は
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に

学
位
記
を
手
渡
し
、
式
辞
の

中
で
「
こ
れ
ま
で
素
晴
ら
し

い
環
境
で
教
育
を
受
け
ら
れ

た
こ
と
に
、
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
」
と

述
べ
た
。

専
修
大
学
北
海
道
短
期
大

学
は
１
９
６
８
（
昭
４３
）
年

に
開
学
。
最
後
の
卒
業
生
で

あ
る
４
人
を
含
め
、
こ
れ
ま

で
１
万
２
０
６
８
人
を
輩
出

し
た
。

今
後
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
は
現
在
検

討
中
。
地
域
住
民
と
卒
業
生

が
集
う
閉
学
式
の
実
施
も
予

定
さ
れ
て
い
る
。 「

平
成
２４
年
度
商
学
部
長
賞
」の
表

彰
式
が
２
月
５
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
催
さ
れ
た
。同
賞
は
勉
学
・
ス
ポ

ー
ツ
・
課
外
活
動
を
通
じ
、学
内
外
で

顕
著
な
成
績
を
収
め
た
商
学
部
の
学

生
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年
度
は

７
組
１７
人
が
学
部

長
賞
を
、
１３
組
４１

人
が
学
部
長
奨
励

賞
を
受
賞
し
た
。

各
賞
の
表
彰
者

・
チ
ー
ム
名
、
表

彰
内
容
な
ど
は
次

の
通
り
（
カ
ッ
コ

内
は
代
表
者
氏
名

・
学
年
敬
称
略
）。

【
学
部
長
賞
】

▽
第
８
回
日
銀
グ

ラ
ン
プ
リ
優
秀
賞

∥
清
水
順
子
ゼ
ミ

ご

え
ん
し
ょ
う

（
�
焱
晶
・
３
、
佐
藤
夏
実
・
３
）

※
本
紙
５
０
９
号
既
報

▽
第
９
回
神
奈
川
産
学
チ
ャ
レ
ン
ジ

プ
ロ
グ
ラ
ム
最
優
秀
賞
∥
熊
倉
広
志

ゼ
ミ（
入
澤
和
輝
・
３
）／
山
内
暁
ゼ

ミ（
吉
田
開
・
３
）／
大
崎
恒
次
ゼ
ミ

（
岩
田
佳
子
・
４
）／
大
崎
ゼ
ミ
（
太

田
紬
・
４
）
※
本
紙
５
０
９
号
既
報

▽
２
０
１
２
年
世
界
学
生
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
選
手
権
大
会
７
位
∥
堤
啓

（
４
）
※
本
紙
５
０
１
号
既
報

▽
全
日
本
学
生
馬
術
競
技
大
会
（
学

生
賞
典
総
合
馬
術
競
技
）
優
勝
∥
植

田
俊
輔
・
４
※
本
紙
５
０
７
号
既
報

【
学
部
長
奨
励
賞
】

▽
第
９
回
神
奈
川
産

学
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ

グ
ラ
ム
優
秀
賞
∥
国

田
清
志
ゼ
ミ
（
末
永

聖
和
・
３
）
／
高
橋

義
仁
ゼ
ミ
（
前
田
翔

太
・
３
）
／
生
田
目

崇
ゼ
ミ
（
片
野
田
佳

祐
・
３
）
／
渡
辺
達

朗
ゼ
ミ
（
柳
田
浩
明

・
３
）
／
熊
倉
ゼ
ミ

（
佐
藤
奈
津
美
・

３
）／
熊
倉
ゼ
ミ（
石

田
誠
・
３
）
／
碇
朋
子
ゼ
ミ
（
青
島

翔
・
３
）
／
碇
ゼ
ミ
（
大
場
龍
之
介

・
３
）
／
碇
ゼ
ミ
（
赤
木
一
平
太
・

３
）
／
大
崎
ゼ
ミ
（
迫
水
奈
都
子
・

４
）
／
山
内
ゼ
ミ
（
潮
幸
典
・
３
）

※
本
紙
５
０
９
号
既
報

▽
税
理
士
試
験
科
目
合
格
∥
神
保
将

輝
・
３
／
小
林
貴
之
・
３

大
学
院
経
済
学
研
究
科
修

士
課
程
の
「
平
成
２４
年
度
優

秀
論
文
発
表
会
」
が
３
月
１６

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
、
６
人
が
論
文
の
要

点
を
発
表
し
た
∥
写
真
。

発
表
者
は
次
の
通
り
（
カ

ッ
コ
内
は
専
修
科
目
・
指
導

教
授
敬
称
略
）。

▽
鈴
木
孝
弘
（
財
政
学
・
町

田
俊
彦
）
▽
梶
谷
将
人
（
財

政
学
・
中
野
英
夫
）
▽
清
水

宏
希
（
租
税
政
策
・
原
田
博

夫
）
▽
中
川
裕
一
（
経
済
政

策
・
徳
田
賢
二
）
▽
李
春
霞

（
国
際
経
済
論
・
大
橋
英

夫
）
▽
諏
訪
太
紀
（
租
税
政

策
・
星
野
泉
）

依

願

退

職

【
３
月
３１
日
付
】

生
田
目
崇
商
学
部
教
授

（
在
職
１０
年
）

桃
尾
美
佳
経
済
学
部
准
教
授

（
在
職
４
年
）

伊
勢
原
体
育
施
設
の
照
明

設
備
工
事
が
完
成
し
、
３
月

４
日
、
点
灯
式
が
行
わ
れ

た
。
午
後
５
時
、
特
設
テ
ン

ト
内
に
設
置
さ
れ
た
点
灯
ス

イ
ッ
チ
が
、
佐
藤
猛
常
務
理

事
と
加
藤
茂
夫
体
育
部
長
の

手
で
押
さ
れ
る
と
、
ラ
グ
ビ

ー
場
と
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
１６
基
の
照
明
が
一
斉
に
点

灯
し
た
。
照
明
が
と
も
っ
た

と
こ
ろ
で
村
田
亙
ラ
グ
ビ
ー

部
監
督
の
ゴ
ー

ル
キ
ッ
ク
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
あ
り
、
見
事

ボ
ー
ル
が
２
本

の
ポ
ー
ル
の
間

を
飛
び
越
え
、

参
列
者
か
ら
拍

手
が
起
こ

っ

た
。同

施
設
内
に

新
設
さ
れ
た
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
∥
陸
上
競

技
４
０
０
㍍
ト
ラ
ッ
ク
５
コ

ー
ス
（
全
天
候
型
ト
ラ
ッ
ク

３
コ
ー
ス
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
２
コ
ー
ス
）
と
ク
レ
ー

コ
ー
ト
か
ら
全
天
候
型
に
改

修
さ
れ
た
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
２
面
）
に
照
明
が
新
設
さ

れ
、
ラ
グ
ビ
ー
場
の
照
明
設

備
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

た
。各

施
設
の
照
明
は
４
０
０

ル
ク
ス
以
上
が
確
保
さ
れ
て

お
り
、
強
風
・
地
震
対
策
と

し
て
地
下
１０
㍍
の
埋
設
と

し
、
風
速
６０
㍍
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
施
工
さ
れ
た
。

村
田
監
督
は
「
今
ま
で
で

き
な
か
っ
た
朝
練
習
と
夜
間

練
習
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

を
図
れ
ま
す
」
と
語
っ
た
。

私
は
、毎
年
、正
月
休
暇
を
利
用
し
て
、

現
在
満
５
歳
と
な
る
息
子
と
一
緒
に
長
野

県
・
志
賀
高
原
に
ス
キ
ー
に
出
か
け
て
い

る
。
昨
年
、
長
野
か
ら
東
京
に
戻
る
新
幹

線
の
車
内
は
、
行
楽
地
か
ら
の
帰
路
に
つ

い
た
乗
客
が
多
い
せ
い
か
、
時
折
人
の
話

す
声
が
す
る
程
度
で
比
較
的
静
か
で
あ
っ

た
。
当
時
の
息
子
は
、
初
め
て
経
験
し
た

よ

い
ん

ス
キ
ー
の
余
韻
が
抜
け
切
れ
て
い
な
い
の

か
、
大
人
で
あ
れ
ば
、
少
し
声
を
抑
え
気

味
で
話
す
と
こ
ろ
を
、
時
折
地
声
で
話
す

こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
私
は
、
子
供

と
は
そ
う
い
う
も
の
と
、
高
を
く
く
っ
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
、
我
々
か
ら
少
し
離
れ

た
席
に
座
っ
て
い
た
男
性
か
ら
「
少
し
静

か
に
し
て
く
だ
さ
い
」

と
た
し
な
め
ら
れ
た
。

私
は
、
即
座
に
「
あ

っ
、
ご
め
ん
な
さ
い
」

と
応
じ
た
が
、
そ
の
直

後
か
ら
、
な
に
や
ら
、

妙
に
腹
立
た
し
い
気
持

ち
と
な
っ
た
。
「
息
子

は
、
の
べ
つ
幕
な
し
に

し
ゃ
べ
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
ず
い

ぶ
ん
神
経
質
で
、
寛
容
性
の
な
い
人
だ

な
」
と
い
う
気
持
ち
で
あ
っ
た
。

今
年
の
正
月
ス
キ
ー
も
ま
っ
た
く
昨
年

と
同
じ
行
程
と
な
っ
た
。
実
は
、
今
度
は

立
場
が
逆
と
な
っ
た
。
は
す
向
か
い
の
席

に
座
っ
て
い
た
家
族
（
特
に
子
供
た
ち
）

の
話
し
声
が
大
き
く
、
な
ぜ
、
あ
の
親
は

子
供
た
ち
に
注
意
を
し
な
い
の
だ
ろ
う

と
、
ま
じ
ま
じ
と
彼
ら
の
席
の
ほ
う
に
目

を
や
っ
た
。
昨
年
は
注
意
を
受
け
た
息
子

も
、
「
う
る
さ
い
ね
、
あ
の
子
た
ち
」
と

い
う
始
末
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
私
は
、

そ
ん
な
息
子
の
顔
を
見
て
、
「
去
年
の
君

が
あ
の
子
た
ち
だ
よ
」
と
、
昨
年
の
こ
と

を
思
い
出
し
て
、
苦
笑
い
し
た
。

自
分
で
は
大
き
な
問
題
は
な
い
だ
ろ
う

と
思
っ
て
相
手
に
対
し
て
発
し
た
言
動

が
、
相
手
側
か
ら
み
る
と
、
ま
っ
た
く
正

反
対
に
受
け
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

と
い
う
現
実
を
、
こ
の
件
で
あ
ら
た
め
て

教
え
ら
れ
た
。

（
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
室
員
・
佐
々
木
重
人
）

伊
勢
原
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

照
明
設
備
・
運
動
施
設
が
完
成

▲ 調査発表する森本直子さん

山田健太ゼミの調査も発表

「平成２４年度商学部長賞」に７組１７人

原発報道の読者評価
東京新聞記者が講演

▲ 夜間練習ができるようになった

▲ 講師の加古陽司氏

（左）と山田健太教授

自
分
の
心
と
相
手
の
心

大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程

「
優
秀
論
文
発
表
会
」開
く

東
京
都
お
よ
び
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
委
員
会
と
連
携
協
定

▲ 工藤学長から学位記が授与された

専修大学北海道短期大学

最後の卒業式最後の卒業式

▲ あいさつする富山専務理事と大和田

さん、佐藤常務理事（左から）
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